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各
地
の
学
窓
か
ら
 

「
共
働
き
」
と
 

　
　
　
保
育
園
 

大
内
章
子
　
 

（
三
重
大
学
人
文
学
部
助
教
授
） 

三　重 

　
二
歳
に
な
る
娘
は
私
た
ち
が
保
育
園
に
迎

え
に
行
く
と
決
ま
っ
て
園
庭
で
遊
ぶ
。
自
然

と
そ
の
時
間
帯
に
迎
え
に
来
る
他
の
親
御
さ

ん
と
顔
を
合
わ
せ
る
の
で
、
わ
が
家
で
は
そ

の
話
を
よ
く
す
る
。
「
○
○
ち
ゃ
ん
の
お
父

さ
ん
は
背
が
高
い
ね
」
、
「
こ
の
間
初
め
て

△
△
ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
を
見
た
よ
（
い
つ

も
お
父
さ
ん
が
来
て
い
る
）
」
、
「
今
日
は

□
□
ち
ゃ
ん
の
家
で
飼
っ
て
い
る
羊
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
よ
」
な
ど
で
あ
る
。
あ
る
日
い

つ
も
の
時
間
よ
り
は
る
か
に
早
く
四
時
半
に

迎
え
に
行
っ
た
時
、
駐
車
場
が
混
雑
し
て
い

る
の
に
驚
い
た
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
早
め
に

仕
事
を
終
え
て
き
た
母
親
、
両
親
の
代
わ
り

に
迎
え
に
来
る
祖
父
母
に
迎
え
ら
れ
て
、
多

く
の
子
ど
も
が
元
気
よ
く
帰
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。 

　
数
ヶ
月
前
に
引
っ
越
し
て
今
の
保
育
園
に

入
園
の
申
し
込
み
を
し
た
時
は
、
「
待
機
児

童
が
い
る
の
で
全
員
入
れ
る
と
は
限
ら
な
い
」

と
役
場
で
言
わ
れ
た
。
認
可
保
育
園
の
入
園

条
件
の
中
で
も
優
先
順
位
が
最
も
高
い
の
は
、

祖
父
母
の
助
け
を
得
ら
れ
ず
に
子
育
て
を
し

な
が
ら
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
人
で
、
わ
が
家

は
そ
れ
に
該
当
す
る
。
だ
か
ら
何
と
か
入
園

で
き
た
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に

は
そ
う
し
た
人
々
は
少
な
い
こ
と
が
園
庭
で

わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
保
育
園
に
は
待

機
児
童
が
あ
る
ほ
ど
需
要
が
あ
る
の
は
不
思

議
で
あ
っ
た
。 

　
実
は
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ト
リ
ッ
ク
が

あ
る
こ
と
が
最
近
わ
か
っ
て
き
た
。
保
育
園

入
園
の
際
に
は
就
労
（
見
込
み
）
証
明
書
の

提
出
が
求
め
ら
れ
る
。
私
の
勤
務
す
る
大
学

の
大
学
院
生
に
よ
る
と
、
彼
の
住
む
地
域
で

は
、
三
世
代
家
族
や
祖
父
母
が
ス
ー
プ
の
冷

め
ぬ
距
離
に
住
む
核
家
族
が
多
い
が
、
就
労

し
て
い
な
い
人
で
も
知
人
の
自
営
業
者
等
に

就
労
証
明
書
に
押
印
し
て
も
ら
っ
て
提
出
す

る
そ
う
で
あ
る
。
保
育
料
算
定
の
基
礎
と
な

る
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
提
出
は
父
親
の
分
の

み
の
提
出
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
就
労
証
明

書
に
よ
っ
て
の
み
就
労
し
て
い
る
「
事
実
」

と
な
る
。
そ
の
実
態
を
役
場
の
担
当
者
は
知

っ
て
い
て
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
手
続
き

を
す
る
と
い
う
。
ま
た
別
の
地
域
で
は
、
乳

幼
児
を
持
つ
母
親
が
「
子
育
て
だ
け
し
て
い

な
い
で
働
い
た
ら
ど
う
か
」
と
言
わ
れ
て
パ

ー
ト
に
働
き
に
出
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

そ
う
い
う
人
々
が
保
育
園
を
利
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
で
は
核
家
族
だ
け
で
育
児
を
す

る
共
働
き
夫
婦
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
と
い

え
ば
、
認
可
外
保
育
園
を
利
用
す
る
し
か
な

い
。
そ
う
い
え
ば
、
私
の
娘
の
入
園
に
際
し

て
、
園
長
に
は
「
六
時
半
ま
で
に
迎
え
に
来

ら
れ
な
け
れ
ば
祖
父
母
に
迎
え
に
来
て
も
ら

う
か
、
別
の
保
育
園
に
行
っ
て
下
さ
い
」
と

言
わ
れ
た
。
私
た
ち
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
あ
る
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
に
助
け
て
も
ら

っ
て
何
と
か
や
っ
て
い
る
。 

　
厚
生
労
働
白
書
（
平
成
一
五
年
版
）
に
よ

る
と
、
出
生
率
の
高
い
地
域
の
方
が
既
婚
女

性
の
労
働
力
率
は
高
く
、
ま
た
三
世
代
同
居

比
率
の
低
い
地
域
の
方
が
出
生
率
は
低
い
。

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
夫
婦
が
自
分
た
ち
の
両

親
に
頼
れ
な
い
場
合
、
子
ど
も
を
産
ん
で
育

て
る
気
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。
育
児
を
母
親
に
押
し
つ
け
ず
に
父

親
や
保
育
園
、
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
地
域

全
体
で
乳
幼
児
期
か
ら
の
子
育
て
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。 

　
こ
の
保
育
園
に
迎
え
に
来
る
お
父
さ
ん
は

何
を
職
業
に
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
私

の
疑
問
を
知
る
よ
し
も
な
く
、
今
日
も
娘
は

滑
り
台
か
ら
ブ
ラ
ン
コ
へ
と
忙
し
い
。
も
っ

と
も
い
つ
も
決
ま
っ
た
時
間
に
迎
え
に
行
く

私
の
夫
も
他
の
親
御
さ
ん
に
そ
う
思
わ
れ
て

い
る
に
違
い
な
い
。 

 

大
内
章
子
（
お
お
う
ち
・
あ
き
こ
） 

 

経
営
学
、
人
的
資
源
管
理
論
専
攻
。
主
な

論
文
に
「
大
卒
女
性
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
企

業
内
キ
ャ
リ
ア
形
成
―
―
女
性
総
合
職
・
基

幹
職
の
実
態
調
査
よ
り
」『
日
本
労
働
研
究

雑
誌
』
第
四
七
一
号
（
一
九
九
九
年
）
な
ど

多
数
。 



52

Business Labor Trend  2005.1

私のこの一冊 

私　の　こ　の　一　冊 

P r o f i l e

得本輝人 
（とくもと・てるひと） 
財団法人・国際労働財団理事長 

1941年生まれ。京都大学経済学部卒、75年全トヨタ労連事務局次長、86年自動車総
連会長、90年金属労協議長などを経て、2000年5月から国際労働財団理事長。 

　
経
済
学
は
「
よ
き
社
会
」
と
は
ど
の

よ
う
な
社
会
で
あ
る
か
を
考
え
る
学
問
、

「
社
会
哲
学
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

を
信
条
と
さ
れ
た
飯
田
哲
学
の
集
大
成

と
し
て
、
九
〇
年
代
半
ば
に
、
バ
ブ
ル

の
反
省
、
そ
し
て
豊
か
さ
の
後
の
「
飽

食
の
ハ
ー
ド
ル
」
へ
の
対
応
の
あ
り
方

を
示
さ
れ
た
本
が
「
日
本
の
反
省
」
で

あ
る
。
 

　
飯
田
哲
学
に
は
、
働
く
者
（
ヒ
ラ
の

人
）
に
対
す
る
暖
か
い
心
・
気
持
が
一

貫
し
て
流
れ
て
い
る
。
 

 
一
九
八
〇
年
代
、
車
と
一
連
の
家
電

製
品
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
型
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
追
い
つ
い
た
日
本
の
社

会
に
、
豊
か
さ
の
後
の
「
飽
食
」
の
に

お
い
を
感
じ
と
ら
れ
、
お
会
い
す
る
常

日
頃
か
ら
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
て
い
た
。

バ
ブ
ル
の
最
中
、
自
動
車
総
連
の
産
業

政
策
づ
く
り
に
あ
た
り
、
「
従
業
員
は

く
た
く
た
、
会
社
は
儲
か
ら
ず
、
海
外

か
ら
は
叩
か
れ
っ
ぱ
な
し
」
の
三
重
苦

と
訣
別
す
べ
く
「
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
の

あ
り
方
」、「
付
加
価
値
の
あ
り
方
」
な

ど
飯
田
哲
学
を
あ
る
程
度
反
映
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。
 

 
「
日
本
の
反
省
」
の
中
で
、
バ
ブ
ル

発
生
の
要
因
を
ア
メ
リ
カ
の
放
漫
マ
ク

ロ
経
済
運
営
（「
稼
ぎ
」
以
上
の
「
暮
ら

し
」
）
の
結
果
で
あ
る
双
子
の
赤
字
の

穴
埋
め
の
た
め
の
日
本
に
対
す
る
「
内

需
拡
大
」
「
市
場
開
放
」
の
構
造
改
革

を
求
め
る
要
求
に
つ
い
て
、
日
本
政
府

が
戦
略
な
き
対
応
を
し
た
こ
と
を
ク
リ

ア
に
分
析
批
判
し
て
い
る
。
と
同
時
に

経
済
学
者
と
し
て
十
分
な
警
鐘
を
鳴
ら

せ
な
か
っ
た
率
直
な
反
省
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
 

 
レ
ー
ガ
ン
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
流
の
新
古

典
派
経
済
学
に
基
づ
く
新
保
守
主
義
・

自
由
主
義
の
考
え
方
を
、
豊
か
に
な
っ

た
結
果
失
わ
れ
た
「
規
律
」
（
先
進
国

病
）
を
と
り
戻
す
た
め
に
、
原
資
本
主

義
の
「
失
業
と
飢
え
の
恐
怖
」
を
復
活

さ
せ
る
考
え
方
と
し
て
批
判
す
る
と
と

も
に
、
日
本
の
あ
り
方
と
し
て
、
「
悪

し
き
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
訣
別
」

を
主
張
し
て
い
る
。
 

　
日
本
は
「
先
進
国
病
」
は
ま
が
り
な

り
に
も
克
服
し
た
が
、
も
の
の
豊
か
さ

の
後
に
く
る
「
飽
食
の
ハ
ー
ド
ル
」（
も

う
い
い
や
と
い
う
感
じ
）
に
、
先
進
国

と
し
て
初
め
て
直
面
し
て
お
り
、
今
後

と
も
「
規
律
」
を
維
持
、
つ
ま
り
良
き

社
会
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
問
題
提
起
を
さ
れ
て
い
る
。
 

 
そ
し
て
、
「
飽
食
の
ハ
ー
ド
ル
」
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
働

く
時
に
は
き
ち
ん
と
真
面
目
に
働
く
こ

と
を
あ
げ
、
日
本
的
経
営
の
も
と
で
育

ま
れ
た
人
間
関
係
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

重
視
す
る
も
の
づ
く
り
の
大
事
さ
を
指

摘
す
る
と
同
時
に
、
「
足
る
を
知
る
」

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
経
済
学
の
あ
り
方

を
問
う
て
い
る
。
 

 
円
高
の
も
と
、
も
の
づ
く
り
は
コ
ス

ト
の
安
い
海
外
へ
と
の
風
潮
が
強
か
っ

た
当
時
、
我
が
意
を
得
た
り
と
勇
気
づ

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
の
あ
り
方

に
つ
い
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ

た
書
で
あ
る
。
 

『日本の反省 ―「豊かさ」は終わったか』 
飯田経夫著  
ＰＨＰ新書（1996年発行） 



11月の主な受け入れ図書 

開館時間：9:30～17:00 
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～１月４日）、その他 
電話番号：03(5991)5032／FAX：03(5991)5659 
利用資格：閲覧はどなたでも自由にできます 
貸　　出：和書・洋書とも２週間、５冊までです 
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください 
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています 

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書96,000冊、洋書24,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。 
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（450種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。 
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物や各国政府の労働統計書などを収集
して閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の
歴史的に貴重な原資料を収集、保管しています。 

ご案内 

労働図書館（資料センター） 
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図書館だより 

①高橋賢司著『成果主義賃金の研究』信山社出版（vii+312頁、A5判） 
能力・成果主義がかまびすしく議論されているが、本書は、日本法・ドイツ法の判例・
学説分析、労働市場と法の分析及び法制史的考察を行っている。成果主義についての議
論も、制度設計の段階から、労働市場への影響、判例分析の段階に達しているといえる。 

④毎日新聞経済部著『あなたの値段』毎日新聞社（189頁、B6判） 
他人の懐具合を覗くのは悪趣味という風潮があったが、純粋民間企業はともかく、規制で守
られている企業の賃金となるとそうはいかない。テレビ局の30代前半の年収が1,550万円と
聞くと憤懣やる方ない。彼らの高給は結局は我々が購入する商品に転嫁されるのだから。 

②中村圭介・前浦穂高著『行政サービスの決定と自治体労使関係』明石書店（279頁、Ａ5判） 
４つの地方自治体の組織・要員をめぐる労使の話し合いについての丹念なヒアリングの
結晶である。当該課題についての交渉の結果は、われわれが日常的に享受する行政サー
ビス内容に直結している。ブラックボックス化していた事実がまた一つ明るみにだされた。 

⑤日本経済新聞社編『働くということ』日本経済新聞社（xvi+291頁、B6判） 
働くことの意味などを問題にするのは、書生的であるとの雰囲気がある。しかし、人生の青
春・朱夏の時代の最も生産的な時間に行われる活動＝労働が充実していなければ、人生が充
実していないこととほぼ同義である。本書には、己を見直す千姿万態の働き悩む姿がある。 

③秋山進・山田久著『インディペンデント・コントラクター』日本経済新聞社（265頁、B6判） 
現今、就業形態の多様化が最近出来したかのようにいわれているが、昔もどうやって生活し
ているかわからない人が周りに大勢いた。本書の対象の独立請負労働者は、ＩＴ化の進展に
よって顕在化した。社員でも起業でもない働き方は日本に根づくのだろうか。 

⑥福山圭一著『新時代における公務員の人材育成』ぎょうせい（x+200頁、A5判） 
バッシングが激しい某省庁元公務員による公務員の人材育成に関する、理論と実践の書。著
者がいうように、公務員の人材育成に関する研究が不足しているということであれば由々し
き事態である。国民生活の質に反映されるからである。労働研究者の奮起が望まれる。 

⑦高橋保著『雇用の政策と法』ミネルヴァ書房（xvi+422頁、A5判） 
⑧鮫島敦著『老舗の訓　人づくり』岩波書店（vi+178頁、新書判） 
⑨永野周志著『職務発明の理論と実務』ぎょうせい（ix+279頁、A5判） 
⑩石田一紀著『介護福祉労働論』萌文社（222頁、A5判） 
⑪本吉正雄著『元日銀マンが教える「もう年金はもらえない！」』大和書房（198頁、B6判） 

⑫石川晃弘編著『体制移行期チェコの雇用と労働』中央大学出版部（v+151頁、A5判） 
⑬齋藤孝著『嫌われる言葉』講談社（154頁、A5判） 
⑭野口悠紀雄著『「超」リタイア術』新潮社（277頁、B6判） 
⑮榊原清則著『キャリア転機の戦略論』筑摩書房（221頁、新書判） 
⑯笹川孝一編『生涯学習社会とキャリアデザイン』法政大学出版局（vii+241頁、A5判） 

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

　
当
図
書
館
が
提
供
し
て
い
る
特
別

サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に
、
販
売
し
て
い

な
い
報
告
書
（
主
に
、
当
機
構
の
前

身
で
あ
る
日
本
労
働
研
究
機
構
時
代

に
刊
行
し
た
「
調
査
研
究
報
告
書
」

及
び
「
資
料
シ
リ
ー
ズ
」
の
報
告
書
）

の
寄
贈
（
送
付
料
の
み
切
手
で
ご
負

担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
）
が
あ
り
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
報
告
書
を
発
行
し
、

ど
の
よ
う
な
報
告
書
を
販
売
し
て
い

る
か
は
、
当
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
印
刷

部
数
に
限
り
が
あ
り
、
在
庫
切
れ
の

報
告
書
も
あ
り
ま
す
。
最
近
の
社
会

経
済
情
勢
を
反
映
し
て
、
若
年
者
問

題
や
非
典
型
雇
用
問
題
、
転
職
や
職

業
訓
練
等
を
あ
つ
か
っ
た
報
告
書
が

品
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
早

目
に
下
記
の
電
話
番
号
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
も
し
在
庫
切
れ
の
場
合
で

も
、
ほ
と
ん
ど
の
報
告
書
は
、
当
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載

し
て
い
ま
す
し
、
当
館
に
お
越
し
い

た
だ
け
れ
ば
貸
出
も
可
能
で
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
他
の
白
表
紙
ス
タ
イ
ル

の
報
告
書
も
原
則
寄
贈
可
能
で
す
。

魅
力
・
サ
ー
ビ
ス
満
載
の
当
館
に
是

非
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
名
前
を
覚
え
て

い
た
だ
き
、
苦
言
は
勿
論
、
ご
意
見
・

ご
要
望
を
直
接
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

  

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き 

 

一
〇
月
一
日
か
ら
一
一
月
五
日
ま

で
、
今
年
で
通
算
四
回
目
と
な
る
来

館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
、
い
た
だ
い

た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
い
ま
だ
に
懸
案
事
項
も
あ
り

ま
す
が
、
業
務
の
改
善
、
サ
ー
ビ
ス

ス
向
上
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
九
三
名
の
方

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
館
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
評
価
も
含
め
て
、

拡
充
を
望
ま
れ
る
図
書
資
料
や
サ
ー

ビ
ス
内
容
、「
労
働
図
書
館
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
当
館
の
運
営
全
般
に
つ
い

て
の
ご
意
見
は
、
コ
ピ
ー
料
金
、
土

日
開
館
、
開
館
時
間
の
延
長
を
含
め
、

一
つ
ひ
と
つ
検
討
し
、
可
能
な
も
の

か
ら
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
今

後
と
も
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
年
末
・
年
始
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
年
度
は
、
一
二
月
二
八
日

か
ら
一
月
四
日
ま
で
休
館
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
新
年
は
一
月
五
日
か

ら
通
常
ど
お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。

本
年
に
皆
様
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚
情

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
た
な
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

今
月
の
耳
よ
り
情
報 
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次号予告 

Business Labor Trend  2005.1

12月号●選択迫られる外国人労働者受け入れ―人材開国と少子高齢化の狭間で 
　事業所レベルでの外国人雇用について　渡邊博顕・主任研究員 
 有識者 アンケート　外国人労働者受け入れを問う〈15人の提言〉　調査部 
　インタビュー　フィリピンからの看護師・介護福祉士の受け入れ　日本看護協会／日本医労連 
 外国人集住都市会議か ら―「豊田宣言」採択、奥田日本経団連会長の講演 
　中国人研修生の変化と今後の課題　小針俊郎・日中科学技能文化センター人材交流部長 
 先進諸国 とアジア各国の動向　国際研究部 
 
11月号●迫りくるリタイアメント・バブル―定年を迎える団塊の世代 
　インタビュー・小説『団塊の世代』の発表から四半世紀　作家 堺屋太一氏に聞く 
 中高年 の活躍の場についての将来展望　本川明・情報解析部長 
 座談会 「団塊の世代」の退職が企業経営に与える影響 
　　　荻野勝彦・トヨタ自動車渉外部企画室担当課長、石塚拓郎・基幹労連事務局次長 
　　　北浦正行・社会経済生産性本部社会労働部長 
　　　〈司会〉宮崎利行・当機構アドバイザリーリサーチャー 
　特別アンケート・60歳以降の高齢者雇用　62.5％で再雇用制度を採用　調査部 
 先進諸国 の動向〈ＥＵ／英国／フランス／ドイツ／米国〉　国際研究部 
 
10月号●在宅・SOHOワークという働き方―現状・課題・行方 
　在宅・ＳＯＨＯワークによる女性の就業継続の条件　神谷隆之・主任研究員 
 座談会 「在宅ワークの過去・現在、そして未来は？」 
　　　堀越久代・堀越地域計画研究室代表、山口智子・ホームオフィスナビ談話室リーダー、 
　　　神谷・主任研究員　〈司会〉亀山直幸・跡見学園女子大学マネジメント学部教授 
 在宅 ワーカーの保護のあり方に関する一考察　田原孝明・研究調整課長 
 先進諸国 の動向〈米国、イギリス、ドイツ、イタリア〉 
 インタビュー　在宅就業と障害者雇用　諏訪康雄・法政大学教授に聞く 
 在宅 ・ＳＯＨＯワークの現場レポート　調査部 
 
9月号●NPOで働くということ―その将来性と課題 
　ＮＰＯスタッフ、ボランティアの就業実態と労働政策のあり方　岩田克彦・前統括研究員 
 座談会 「ＮＰＯ発展に向けた課題」 
　　　田中尚輝・市民福祉団体全国協議会事務局長、山内直人・大阪大学国際公共政策 
　　　研究科教授、秦靖枝・「おおぞら」理事 
 ＮＰＯの就労実態と雇用送出に向けての課題　小野晶子・研究員 
 ＮＰＯにおけるキャリア展開―調査結果から　藤本隆史・アシスタントフェロー 
 ボランティアと労働法　池添弘邦・副主任研究員 
 事例報告　 ＮＰＯスタッフはいま―「志」と就労条件の間で　調査部 
 
8月号●職業能力開発はいま―わが国の教育訓練と各国の動向 
7月号●キャリア教育に求められるもの―高校卒業までに何をすればいいか 
6月号●長時間労働の影響―どこに歪みが生じているか 
5月号●欧州諸国の雇用戦略―わが国の政策に示唆するもの 
4月号●春闘はどこへ向かうのか―終焉か？再構築か？ 
3月号●パートタイム労働の国際比較―均衡処遇の現状と将来像 

バックナンバー 

※2003年11月創刊号「フリーター・若年無業からの脱出」は残部僅少です。 

ビジネス・レーバー・トレンド　Business Labor Trend　〈2月号特集予告〉 
 

拡大する製造現場の請負・派遣 
■特集内容 
製造現場における業務請負の実情と課題　藤本真・JILPT研究員 
請負の拡大と法的な課題　小嶌典明・大阪大学大学院法学研究科教授 
企業データを用いた「個人請負」労働者の活用動機の分析　周燕飛・JILPT研究員 
請負の増大に対する産別労組の取り組み　電機連合／JAM 
請負・派遣への切り替えは誰が決めているのか　日本エイムHR本部長・中島敬方　　　　　　　　　など 
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編集後記 

　２００４年、労働運動の分野でもっとも話題になっ

たのは、史上初のプロ野球ストだったのではないで

しょうか。本家の労働界の出来事ではなく、スポー

ツ界がそのトップニュースのお株を奪ったことにな

ります。今回の特集テーマもパートが正社員のお株

を奪いつつある現状を取り上げました。 

 パートがスーパーに導入された当初は、正社員の

補助役を期待されてのことでした。ところが、店舗

運営に欠かせない専門的・管理的業務を担う基幹的

パートが登場するようになります。特に９０年代の前

半、大店法の緩和によりスーパーが出店ラッシュと

なる一方、不況下で各社が正社員の新規採用を抑制

した結果、店舗運営をになう人材供給が追いつかな

くなってきたことも背景にありそうです。 

 最初、パートの基幹化はパート比率の上昇という

数的な形で顕著になります。「職場で過半数代表足

り得ないのは組合とはいえない」（高木剛・ＵＩゼン

セン同盟会長）。大手小売を傘下に収め、パートの組

織化を推進する同産別では、構成組織に檄を飛ばし

ています。こうした組織化の成果が徐々にあらわれ

てきたのか、２００４年も労働組合組織率の低下に歯

止めがかかりませんでしたが、パートの組織率は前

年を0.3ポイント上回る3.3％に上昇しました。 

 数だけでなく、パートが管理的業務を担う質的基

幹化が進むと、「交渉力の源泉となる労働供給の制

限力を失う」（本田一成・國學院大學助教授）ことに

なります。組合が正社員を中心にストを打っても、

基幹化したパートがいれば、店の営業に影響が出な

い事態は容易に想像がつきます。プロ野球と異なり、

ストによる「労働力供給の制限」という切り札が使

えなくなったわけです。 

 ヒアリング調査のなかで労使が語った、「家計の

一助から、収入の柱になる人が出てきている」「パー

トがマネジャーをやっているのは当り前」「パートを

雇用調整の手段とは考えていない」といった言葉が、

パートの質的な変化を物語っています。スーパー業

界では、現場の実態から、いわゆる均衡処遇をより

強く意識せざるを得ない状況になってきたといえそ

うです。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NO） 


